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映
画
『
シ
ェ
ー
ナ
ウ
の
想
い
』
上
映
会

　

11
月
15
日
、
協
会
会
議
室
で
「
阪
神
淡
路

大
震
災
20
年
の
集
い
」
の
プ
レ
企
画
と
し
て
、

映
画
『
シ
ェ
ー
ナ
ウ
の
想
い
ー
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
こ
ど
も
た
ち
に
ー
』
上
映
と
講
演
会

を
開
催
。
映
画
の
上
演
後
に
は
関
西
学
院
大

学
准
教
授
の
朴
勝
俊
（
パ
ク
・
ス
ン
ジ
ュ
ン
）

先
生
に
よ
る
映
画
の
解
説
も
行
わ
れ
、
医
師
、

薬
剤
師
ら
10
人
が
参
加
し
た
。
参
加
い
た
だ

い
た
林
田
英
隆
先
生
か
ら
の
感
想
文
を
掲
載

す
る
。

 

11
月
15
日
（
土
）
西
芦
支
部
「
阪
神
淡
路

大
震
災
20
年
の
集
い
」
プ
レ
企
画
と
し
て

「
シ
ェ
ー
ナ
ウ
の
想
い
ー
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

こ
ど
も
た
ち
に
ー
」
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

画
の
上
演
と
関
西
大
学
教
授
の
朴
勝
俊
先
生

の
講
演
が
協
会
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
は
広
島
、
長
崎
に
原
子
爆
弾
を

投
下
し
て
約
10
万
６
０
０
０
人
の
死
者
と
約

11
万
人
の
負
傷
者
を
出
し
ま
し
た
。
そ
の
後

も
１
９
４
８
年
、
ア
メ
リ
カ
が
太
平
洋
で
核

実
験
を
行
い
、
１
９
４
９
年
、
ソ
連
が
核
開

発
能
力
を
備
え
る
に
至
り
、
そ
れ
を
受
け
て
、

ア
メ
リ
カ
は
よ
り
強
力
な
水
素
爆
弾
の
開
発

を
進
め
、
１
９
５
２
年
11
月
に
爆
発
実
験
を

成
功
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
が

率
先
し
て
、
核
の
平
和
利
用
を
提
唱
し
、
ア

メ
リ
カ
を
は
じ
め
、
先
進
国
は
こ
ぞ
っ
て
、

原
子
力
発
電
所
を
建
設
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

映画『シェーナウの想い』について解説する朴先生

原
油
の
価
格
高
騰
と
地
球
温
暖
化
防
止
を
背
景

と
し
て
、
原
子
力
発
電
所
の
建
設
を
推
進
し
て

き
ま
し
た
。

　

日
本
で
最
初
の
原
子
力
発
電
が
行
わ
れ
た
の

は
１
９
６
３
年
（
昭
和
38
年
）
10
月
26
日
で
、

東
海
村
に
建
設
さ
れ
た
動
力
試
験
炉
で
す
。
そ

れ
以
来
、
廃
炉
を
含
め
て
、
55
基
の
原
子
力
発

電
所
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
京
大
の
小
出
先
生

は
火
山
国
、
地
震
国
の
日
本
に
は
ど
こ
に
も
建

設
で
き
る
場
所
は
な
い
と
提
唱
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
当
初
か
ら
、
原
発
の
危
険
性
は
論
じ
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
不
安
が
現
実
の
も
の
と

な
り
ま
し
た
。
１
９
７
９
年
３
月
の
ス
リ
ー
マ

イ
ル
島
原
子
力
発
電
所
事
故
、
１
９
８
６
年
４

月
26
日
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子

力
発
電
所
４
号
炉
で
起
き
た
原
子
力
事
故
、
そ

し
て
、
２
０
１
１
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震

災
に
起
因
す
る
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
と
同
じ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
レ
ベ
ル
７
の
重
大
事
故
が
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
に
発
生
し
、
今
な
お
そ
の
処
理

に
見
通
し
が
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
政

府
は
鹿
児
島
の
川
内
原
発
の
再
稼
働
を
決
め
ま

し
た
。
今
こ
そ
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
見
直
し
、

節
電
、
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０
０
％
の

安
全
な
未
来
を
子
供
た
ち
に
残
す
べ
き
で
す
。

　

こ
の
映
画
は
ド
イ
ツ
南
西
部
、
黒
い
森
の
中

に
あ
る
小
さ
な
町
シ
ェ
ー
ナ
ウ
市
民
グ
ル
ー
プ

が
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
を
き
っ
か
け
に

「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
を
こ
ど
も
た
ち
に
」
と

ド
イ
ツ
の
「
市
民
に
よ
る
電
力
会
社
」
か
ら

原
発
ゼ
ロ
の
見
通
し
な
ど
学
ぶ

い
う
想
い
か
ら
、
ド
イ
ツ
史
上
初
の
「
市
民
の

市
民
に
よ
る
市
民
の
た
め
の
」
電
力
供
給
会
社

を
誕
生
さ
せ
る
ま
で
の
軌
跡
を
綴
る
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
で
す
。

　

60
分
の
上
映
の
後
は
、
朴
先
生
の
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
原
発
の
経
済
性
、
長
期
の
問
題
、

２
０
３
０
年
の
原
発
ゼ
ロ
の
見
通
し
な
ど
に
つ

い
て
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
強
調
さ

れ
た
の
は
電
力
市
場
こ
そ
が
節
電
所
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
２
０
１
１
年
８
月
管
政
権

の
時
に
創
設
さ
れ
た
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
固
定
価
格
買
い
取
り
制
度
」
に
つ
い
て
も
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

私
ご
と
で
す
が
、
こ
の
制
度
に
当
初
か
ら

興
味
が
あ
り
、
三
木
市
に
所
有
し
て
い
る

１
０
０
０
坪
の
土
地
に
太
陽
光
発
電
所
を
設
置

し
、
１
月
よ
り
関
西
電
力
会
社
に
買
い
取
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

 
 
 

【
西
宮
市
・
林
田
ク
リ
ニ
ッ
ク　

林
田 

英
隆
】

世
話
人
会
だ
よ
り

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
11
月
28
日
に
西
宮
中

央
公
民
館
で
世
話
人
会
を
開
催
。
４
人
が
参

加
し
た
。

【
報
告
】

①
『
シ
ェ
ー
ナ
ウ
の
想
い
～
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
社
会
を
子
ど
も
た
ち
に
～
』
上
映
・
講

演
会
（
11
・
15)

 

②
第
14
回
胸
部
Ｘ-

Ｐ
読
影
会
（
11
・
20)

 

【
予
定
・
企
画
】

①
支
部
忘
年
会
（
12
・
27
）

②
阪
神
淡
路
大
震
災
20
年
の
集
い
（
１
・

17
）

③
第
30
回
在
宅
医
療
研
究
会

④M
e
d
i
c
a
l
 
E
n
g
l
i
s
h

＃
43

⑤
第
21
回
医
療
過
誤
訴
訟
セ
ミ
ナ
ー
（
４
・

18
）

⑥
但
馬
支
部
と
の
交
流
企
画

⑦
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
勉
強
会

⑧
第
32
回
漢
方
研
究
会

⑨
第
25
回
日
常
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

【
協
会
行
事
】

①
阪
神
淡
路
大
震
災
20
年
メ
モ
リ
ア
ル
企
画

（
１
・
17
）

※
世
話
人
会
の
日
程
は
毎
月
第
４
金
曜

日
で
す
。
支
部
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や

企
画
案
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

映画上映後に朴氏と原発問題などについて懇談する参加者
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　日　時 ：3月 19日 (土 ) 15時～ 17時

　会　場 ：西宮市立勤労会館 8階会議室

　テーマ ：「医事紛争を避けるために」
　講　師 ：米田泰邦法律事務所

　　　　　　　弁護士　鵜飼 万貴子　先生

　司　会 ：西宮市・半田医院　半田 伸夫　先生

第
14
回
胸
部
Ｘ-

Ｐ
読
影
会

多
数
の
症
例
に
つ
い
て
真
剣
に
意
見
交
換

　

11
月
20
日
、
西
宮
渡
辺
心
臓
・
血
管
セ
ン
タ
ー

で
、
第
14
回
胸
部
Ｘ-

Ｐ
読
影
会
を
開
催
。
原

秀
樹
先
生
（
尼
崎
市
・
は
ら
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
橋
野
盛
彦
先
生
（
西
宮
市
・

橋
野
医
院
）
が
司
会
を
務
め
、
医
師
６
人
が
参

加
し
た
。

持ち寄った症例について真剣な討議を行う参加者

　

参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
日
々
の
診
察
で
撮
影
し
た

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
画
像
を
持
ち
寄
り
、
自
分
の
診

断
が
適
当
か
ど
う
か
、
疾
患
を
疑
う
陰
影
を
ど
う

診
る
べ
き
か
な
ど
、
画
像
か
ら
ど
の
よ
う
な
診
断

を
行
う
べ
き
か
を
検
討
し
た
。

　

今
回
は
、
４
人
の
医
師
が
持
ち
寄
っ
た
計
14
症

例
に
つ
い
て
、
「
肺
の
影
の
特
徴
か
ら
結
核
が
疑

わ
れ
る
の
で
、
喀
痰
検
査
を
行
っ
た
方
が
良
い
の

で
は
な
い
か
」
、
「
中
高
年
の
女
性
で
血
痰
が
出
る

場
合
は
、
気
管
支
拡
張
症
が
疑
わ
れ
る
」
、
「
長
引

く
咳
は
副
鼻
腔
炎
の
可
能
性
も
あ
る
の
で
耳
鼻

科
的
な
見
地
か
ら
の
診
断
も
必
要
で
は
な
い
か
」
、

「
肺
炎
等
が
原
因
の
陰
な
の
か
、
骨
の
重
な
り
に

よ
る
影
な
の
か
判
別
が
難
し
い
の
で
Ｃ
Ｔ
を
撮
っ

て
み
る
べ
き
で
は
な
い
か
」
な
ど
真
剣
な
意
見
交

換
が
な
さ
れ
た
。

　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
原
先
生
か
ら
は
器
質
化
肺
炎

を
疑
う
症
例
、
司
会
の
橋
野
先
生
か
ら
は
結
核
を

疑
う
症
例
や
喘
息
患
者
の
症
例
な
ど
も
紹
介
さ

れ
、
活
発
な
討
議
と
な
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
「
今
回
も
非
常
に
実
践
的
な

討
議
が
で
き
た
の
で
、
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
」

「
ま
た
先
生
方
の
意
見
を
聞
き
に
事
例
を
持
ち

寄
っ
て
参
加
し
た
い
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

た
。

  　　　
兵庫県保険医協会／協会西宮 ･ 芦屋支部

 阪神 ・淡路大震災 20年の集い 
　阪神・淡路大震災から 20 年。兵庫県保険医協会・協会西宮芦屋支部は、前回５
年前の集いに引き続き、「阪神・淡路大震災 20 年の集い」を開催いたします。  
  今回は「震災経験を語り継ぐ・風化させない・新たなつながりを拡げる」ことを
目的に、阪神・淡路大震災と東日本大震災を軸に、災害経験の中でいのちと暮らし
を見つめ、ともに考える場としたいと思います。市民、ボランティア関係者、医療
関係者など、多数の皆様のご参加をお待ちしております。

　日　時 ：1月17日 ( 土 ) 12時～

　会　場 ：西宮市役所東館 ( 入場無料 )　　

◆お問い合わせは、協会事務局 岡林・山田・伊藤まで  Tel:078-393-1803 ◆

■  報告・特別講演・対談 (13 時～ 大ホール )

 ・二胡の調べ　　　     　 二胡演奏者　劉  揚  氏
 ・阪神 ･ 淡路大震災  一開業医が経験したこと

　  　　西宮市・広川内科クリニック　広川 恵一  院長
 ・東日本大震災の医療現場での経験
             南相馬市・大町病院　       猪又 義光  院長
                                                        藤原 珠世  看護部長
 ・特別講演・対談  「原発のない世界へー平和に生きる権利を」
   　　   京都大学原子炉実験所助教   小出 裕章  氏
　　　   映画監督　　　　　　　      鎌仲 ひとみ  氏

■ 被災地の医療 ･社会保障を考えるパネルディスカッション (17 時～ 大ホール )

　青森市 ･ 大竹整形外科院長  　　         大竹 　進 先生

　元 ･ 岩手県立高田病院院長　              石木 幹人 先生   

　岩手県立高田病院臨床心理士  　        行本 清香 氏

　元 ･ 宮城県気仙沼市立本吉病院院長   川島　 実 先生

　松島医療生協松島海岸診療所歯科　　井上 博之 先生

　福島医療生協いいの診療所所長　       松本 　純 先生

　東京都中野区 ･ 中村診療所院長          中村 洋一 先生

　兵庫県災害医療センター顧問　　       鵜飼 　卓 先生

　日本福祉大学名誉教授　　　　          金持 伸子 先生

■ 展示・実習等　

 ・市民のための心肺蘇生実習コーナー	 12:00 ～

 ・災害と復興の記録展示ブース　　             12:00 ～

【協賛】　西宮市職員労働組合／介護保険を良くする西宮市民の会

【後援】　西宮市／西宮市教育委員会／西宮市文化振興財団／芦屋市／芦屋市教育委員　

　　　会／神戸新聞社

小出裕章氏

鎌仲ひとみ氏

　【日　時】　4月18日 ( 土 ) 17時～ 19時

【会　場】　西宮市民会館 501 会議室

【テーマ】　「医療事故調査制度にどう対応するか？（仮）」

【講　師】　「現場からの医療事故調ガイドライン検討委員会」委員
　　　　　 　　　　　 

　　　　　いつき会ハートクリニック (東京都葛飾区 )院長 

 
佐藤 一樹 先生

【司　会】       西宮市・半田医院 院長        半田 伸夫　先生

【アドバイザー】　米田泰邦法律事務所・弁護士 　鵜飼 万貴子　先生

第 21回医療過誤訴訟セミナー


